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弁護士・司法書士が
専門相談をお受けします

　 7 ／13～ 9 ／ 5 に開催する展覧会「包む～日本の伝統パッケージ」に関連した
ワークショップとセミナーを、会議アプリZoom（ズーム）で実施します。

夏目黒区美術館ワークショップ オンラインで開催します

つ つ む

①日本の住まいを包む～自然素材と建築
　日時　 8／ 7（土）14：00～15：30
　講師　京都工芸繊維大学名誉教授　石田潤一郎氏
② 紙を折る包む～空間に拡がる光と影
　日時　 8／14（土）14：00～15：30
　講師　�造形作家　西村優子氏
③包むを構造から読み解く～バスケタリー（かご）の可能性
　日時　 8／21（土）14：00～15：30
　講師　�バスケタリー作家　関島寿子氏

　自然素材に対して独創的な考えを持つ講師が、包むことについて
語ります。

●セミナー　

�対象　高校生以上　定員　各30人（先着）　申込開始日　7／13

日程　 8／29（日）
講師　�＆ 4 ＋do（アンドフォープラスドゥ）メグロアソビ冒険隊
対象　小学生以上（小学生は保護者の参加が必要）
定員　各 8組（抽選）
コース・時間
Ａコース　�わたしのおやつの包み方・10：00～11：30
Ｂコース　�みんなのおやつの包み方・13：00～14：30
申込期間　 7／17～ 8 ／ 1

　大好きなおやつを、とっておきの包み方で楽しむ方法を探します。

●�うちんち！ワークショップ

申し込み方法　
目黒区美術館ホームページ（右コード）
からお申し込みください

　区展（目黒区民作品展）は、区民の
日（10月 1 日）制定を記念して昭和52
年から開催しています。気軽に参加で
きる作品展で、毎年多くのかたから作
品が寄せられています。あなたも区展
で作品を発表しませんか。

開催日程　 9／15（水）～26（日）。 9／21（火）は休館
会場　目黒区美術館（目黒 2－ 4－36　区民センター内）
募集作品　手工芸・写真・絵画・書　
参加費　 1作品当たり500円　申込期限　 8／14（必着）
※�詳細は、応募要項（地区サービス事務所〈東部を除
く〉、住区センター、社会教育館などで配布）また
はホームページ（右コード）をご覧ください

問区展実行委員会　小野田（☎3712－5295）

作品募集

問権利擁護センター「めぐろ」（☎5768－3964、Ｆ5768－3965）

　成年後見制度（法定後見・任意後見）の利用や相続・遺言、財産などの
権利侵害などに関することを、専門家に相談できます。
　区内在住の高齢者、障害があるかたや親族などの関係者の相談を無料で
お受けします。気軽にご利用ください。

相談するには
　電話または窓口にお問い合わせください。相談の概要を伺い、専門家の
助言などが必要な相談について、希望日時の予約を受け付けます（相談は
１要件につき １回）。
　障害などで外出困難なかたは出張相談をご利用になれます。
相談日時　毎月第 1～ 4金曜日（祝・休日を除く）
　　　　　13：30～16：30のうち 1時間
場所　総合庁舎本館 1階権利擁護センター「めぐろ」

権利擁護センター職員による一般相談もあります
　成年後見制度の概要や利用方法、福祉サービスの利用援助などの
相談を随時受け付けています。ご利用ください。

■問清掃リサイクル課計画普及係
　（☎5722－9883、■Ｆ5722－9573）

　食べられるのに捨てられている食品の量は、日本で年間約600万トン。食品ロスを
減らすために、家に余っている食品を捨てるのではなく、福祉団体や施設などに提供
する活動（フードドライブ）があります。
　区は、フードドライブの窓口開設などを実施する団体・事業者を応援する
ため、費用を補助します。詳細はホームページ（コード①）をご覧ください。

団体・事業者のみなさんへ
環境に配慮した取り組みを支援します！

フードドライブで食品ロス削減に取り組む
団体・事業者を支援します

　区が作製したのぼり旗や食品回収ボックスを、無料で貸し出します。詳細はホーム
ページ（コード①）をご覧ください。

貸出期間　�8 ／ 1 ～ 4 年 3 ／31（窓口開設の14日前までに申請が必要。先着）

フードドライブ用の物品を貸し出します

実施期間　 8／ 1～12／31　補助金額　窓口開設などにかかる費用（上限10万円）
申請期限　�11／30（実施する 1カ月前までに申請が必要。先着〈予算額を超えた時点

で終了〉）
実施期間　 8／ 1～12／31
補助金額　�環境に配慮したテイクアウト容器の購

入費用（上限10万円）
申請期限　�11／30（実施する 1カ月前までに申請

が必要。先着〈予算額を超えた時点で
終了〉）

エコテイクアウトで
プラスチックの削減に取り組む
事業者などを支援します

権利擁護
センター
「めぐろ」

　コロナ禍での外出自粛もあり、テイクアウト
（持ち帰り）の食事を選択することが増えました。
　テイクアウトが増えている今、環境に配慮した
容器に変える事業者などを、応援する
ための費用を補助します。詳細はホー
ムページ（コード②）をご覧ください。

②

①

参加費無料

■問目黒区美術館（☎3714－1201、■Ｆ3715－9328）


